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１．実施記録

	実施日
	2003/08/16
	開始時刻
	0:31
	終了時刻
	1:06
	所要時間
	:35
	開催場所
	慶応大学大岩研究室

	発行元
	CreW
	主催者
	CreW
	書記
	松澤
	指摘者／出席者（数）
	松澤・青山・杉浦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　3人）

	レビュー工程
	□システム分析 □基本設計 □詳細設計 □コーディング □テスト
	レビュー実施量／全体量（単位）
	　　　　　／　　　　(□枚　□行　□ファイル)

	レビュー対象名
	A○○　×× ×××　HCPチャート
	作成者
	
	着眼点
	
	指摘件数
	  8  件
	対処件数
	　件


２．実施内容

	用語統一
	主語統一
	語尾統一
	「入力処理」「入力する」と体言止めと動詞形が混在している

	○
	○
	×
	

	No.
	指摘箇所
	指　　　摘　　　内　　　容
	処　　　置　　　内　　　容
	分　類
	深刻度

	 AUTONUM 
	
	「入力処理」は手段である。
	「予約の情報を入力する」が目的だと思われる
	目的記述
	B

	 AUTONUM 
	
	予約前チェックと座席取得処理は「入力ー処理ー出力」の関係で言うと処理に当たる。これらが入力、出力と同じ段にあるのは、おかしい。
	「処理」段を作成する。

・予約情報を入力する

・予約をする

・予約した結果を表示する

※予約前チェックは、入力処理とも考えられる。
	粒度
	B

	 AUTONUM 
	
	「エラーフラグをONにする」では特定のプログラム言語の手段が記述されている
	記述しなくてよい
	目的記述
	B

	 AUTONUM 
	
	「座席取得処理」は、その下の段の内容からかんがみると何をするものなのか不透明である
	「座席取得処理」は、「予約する座席を抽出し、予約する」処理だと思われるので、そのように記述を変更する。

特に、どういう座席を取得するのかを明確に書く
	目的記述
	C

	 AUTONUM 
	
	「予約座席を確保する」「予約座席を表示する」は、処理と表示が同じ段になってしまうので、同じ段に書くべきではない
	「予約座席を表示する」を出力フェーズへ移動する
	構成
	C

	 AUTONUM 
	
	「エラーフラグのチェック」は手段である
	「予約できたかどうかを知らせる」が目的である
	目的記述
	B

	 AUTONUM 
	
	「予約完了メッセージの表示」「予約不能メッセージの表示」が手段である
	「予約できたかどうかを知らせる」が目的である
	目的記述
	B

	 AUTONUM 
	
	「trueの場合」は手段である
	「予約できた場合」が目的である
	目的記述
	B











